
  

岸田政権は、昨年１２月１６日、敵基地攻撃能力の保有や軍事費 2倍化などを定めた安全保障関連３文書を閣議決定しました。今回の改定は、長きにわたり安全保障

政策の基本としてきた専守防衛を名実ともに捨て去り、本格的に戦争する国づくりを進めるものです。台湾海峡や南シナ海をめぐって米中の緊張関係が高まる中で、安

保法制に加えて、安保関連３文書が改定されたことで、日本が戦争に巻き込まれる危険性が飛躍的に高まりました。 

特に、鹿児島では、馬毛島基地の建設が始まり、昨年秋からは海自鹿屋基地へ米無人機が配備され、奄美の自衛隊基地へは中長距離ミサイルの配備が検討されるなど、

日米の軍事基地（拠点）化が急速に進んでいます。これは、まさに安保関連３文書の改定を実践・推進するもので、絶対に許すわけにはいきません。 

県民の皆さん、「大軍拡・大増税ＮＯ！」「鹿児島を戦場にするな！」「戦争は絶対イヤ！」の声をご一緒にあげましょう。 

と き ６月４日（日）14：00～15：30 
ところ 鹿児島市「中央公園」（宝山ホール側）  

＊開会時が雨天の場合は「教育会館３階ホール」に変更 

主催：憲法壊すな・戦争法廃止！かごしまの会 

参加者の皆様へ（お願い） 

集会に参加される際は、必ず不織布マスクの着用をお願いします。 

集会後、会場周辺でスタンディング行動を行います。のぼり、横断幕、ポスター

など、それぞれご準備ください。 

鹿児島市谷山中央 5-4-12 ☎099-266-3371  

共催：鹿児島を戦場にさせない県民の会 


